
～ 2026  年  6  月  15  日

（対象者数） 19 （回答者数） 14

～ 2026  年  6  月  15  日

（対象者数） 7 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

ペアレントトレーニング、家族での意識や個別の特性などに

ついてより知っていただき機会も検討していきたい。

2

支援計画は十分に把握しているが、集団支援の中でより個々

の能力を育てていく取り組みにも力を入れたい。

3

引き続き、行っていく。

支援の内容以外の業務改善点を話し合う時間なども設けた

い。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者間同士の交流や、ペアレントトレーニング等、保護者

へ向けての取り組みは検討していきたい。

2

事業所としての活動内容を定期的にお便り等で報告している

が、もう少し把握してもらえるよう、共有や活動報告ができ

る場を設ける。

3

毎日の活動後に話し合いの場を設けているが、共有事項が多

く時間が足りないことが多々あるため、要点をまとめる話し

合い、と共有などを分けて効率よく、回せる工夫をしてい

く。

○事業所名 　ほしのむら　もりのこ園

○保護者評価実施期間
2026 年  6  月  5  日

○保護者評価有効回答数

2026 年  6  月  5  日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026  年  6  月  25  日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

必要最低限の共有、子どもたちの支援内容については行って

いるが日々の話し合い、従業員個々の困りごと、対応等、十

分に話し合いができていないことがある。

パート職員とのシフトの状況や、延長保育などの時間の兼ね

合いで全体での話し合いの時間が足りなことがある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者間での交流、家族で取り組める研修や機会の場などは

個別にて対応は行っているが、全体へ向けては行っていな

い。

個々の問題や心配点などはしっかり話を聞く場、などは設け

ているが、全体で活動方向や研修等などの取り組みがあると

より安心して通っていただけるのかなとは思う。

事業所の取り組み（避難訓練、マニュアル等）は定期的にお

便りにて共有をしているが、あまり認識されていないと感じ

ている。

報告等が読んでいただいたり知っていただくためにはどのよ

うに周知したらよいか。

保護者とのコミュニケーション、子どもとのコミュニケー

ションはしっかり取れていると感じる。

1日の活動や現状についての報告、対策等については毎回、

保護者の方の心配等を考慮しつつ誤解のないよう、

しっかり話す時間を設けている。

支援計画への同意や、保護者の意向等も反映され、支援に必

要な共通理解は取れている。

日々の活動に反映しており、子どもたちも楽しく通ってい

る。

毎日の活動を、その日の子どもたちの人数、特性に合わせて

その都度組み合わせ、話し合いをしながら組み立てている。

マニュアルの共有、個々の支援計画の内容、特性、支援方法

や取り組みについては職員全体に共有がはかれており、同じ

意識で支援に当たれている。

毎朝、前回の記録、特性を捉えたその日の支援内容、注意事

項等もふまえて共有している。

活動後は反省点、ヒヤリハット等の共有、個々の支援の見直

しを行う時間を設けている。

事業所における自己評価総括表公表


